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新 年 懇 親 会   

洋版  栗 原 光 輝  

く回った脂が広がっているのでは申し訳がない。喰い物  

の恨を商売の方で一年にわたって晴らされては、コワい  

ことですぞ。それでも当日会場で会費を支払われた方が  

87名もあった。次周は前払いがもっと徹底されてよい。   

定刻六時をやや過ぎる頃こ セレモニーが始まる。お屠  

蘇気分で新聞もろくに読まず、テレビは正月のタケちゃ  

んに笑い、ラグビーに興奮して、名士にはとてもお目に  

かかれない大方に、飯泉理事長は荘重な声で、今年の日  

本の経済成長率は、円高基調の下3．3％に落込むだろう  

と、厳しい見通しを語られる。持ち時間5分では足りま  

せんよと、こだわっておられたが、短かく集約して発表  

される方が、ポイントを解釈し易い。今年は総会にも出  

席されると約束しておられた。小林重役が懇談会の意向  

を伝えてお誘いしたわけだが、長時間熱っぼい議論がお  

好きと勢い込んでおられるから、ご出馬要請の北尾社長  

さんに、特によろしくお願いしなければならない。   

ついで、紀伊園屋の松原社長が、洋書輸入協会は、親  

睦だけでなく、業界団体であるとの認識に立って、内部  

に難問を抱えて利害相反することもあろうが、お互い譲  

前に立つと左右に開く自動ドアよりも、にっこりとし  

て扉を押すネービー・ブルー外套のレディに魅せられて、  

わぎわざ右寄りの人口から東京7Qリンスホテルには入  

る。二階へ上がるエスカレーターの左右に、ずらりとお  

迎えの人垣ができているので、盛大な新年会になったも  

のだと感じ入ったが、当協会員としてはチト品が無い。  

案内根を見たら、我等よりも荒事を業として■…・つまり  

は稼ぐ額も桁が違う業界出迎えの若い衆であった。   

エスカレーターが切れるところで、年一回のことだか  

躯が記憶の方角にターンしようとしたら、今年は矢印の  

方向が違っていた。大きなマグノリヤ・ホールヘ誘導さ  

れる。柱が無くて明るく気分が良い。部屋の料金は昨年  

までのと変らないとのことだが、これは文化厚生委員長  

の三洋出版さんの努力、特に伊部社長の人柄に負うとこ  

ろだと思う。   

会費を予め銀行振込としたので受付の渋滞が減った。  

事務が軽減されて担当の文化厚生委員の皆さんに、早く  

会場には入って頂けるのがよい。お世話を頂いて、さて  

この方々が中に入る頃は、飲み物の底がつき、皿には白  
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り合い、外部に対しては要路に認識を深めて頂〈こと、  

洋書マーケットのパイを大きくする努力が必要と挨拶さ  

れた。   

乾盃の音頭は、国際書房服部会長、九十一歳。嬰轢、  

垂直な背景、朗々たる声量、恍惚の年齢を知らず、毅  

然、このようにエネルギーを吸収されたのか、御曹子の  

貞夫氏はこの日欠席。御尊父の殊の他気になるのは息子  

さんの健康のことであろう。   

盃を挙げ終えていぎ料理へ。出席人数も多かったが、  

テーブルの上の料理の数と量も、かなり潤沢だと見て  

取ったから、会員一同割り合いゆったりと構えておられ  

る。人と料理の、微妙なバランスが或る線を下回ると、  

東西文化交流の担い手、情報伝達者のプライドを持つイ  

ンテリ集団も、急に品が落ちてくるから、関係者は予算  

をふまえてのホテルとの交渉に苦心する。料理の本の専  

門の三洋さんには、是非、文化厚生委員長を続けて頂き  

たい。今年もコック長が特別に気を使って〈れたようで  

ある。   

新年にエッセンを充分にとった和気諸々のスタートが  

業界には必要。洋書仕入れの支払いに、約束手形を振出  

していたら、半分は倒産するぞと脅かされているメン  

バーも、アルコールで神経を和ませ、頬の肉をゆるめて  

友好ムード。この年も展開される織烈なビジネス・ウォー  

はしばし休戦である。   

出版社の代表に女性が増えたおかげで、モノクロ基調  

であった会場が年々色調豊かになってくる。結構な事。  

どうだろう、各社の美人OLを登場させて、平生電話を取  

り継ぐ声の主を、お互い紹介し合ったら。友好気分は更  

に盛り上ることと思うが。   

メタレンブルグの鈴木さんには、毎度のことながら、  

写真を感謝。この原稿を書いているところへ、事務局の  

柴田さんから、記念のスナップが届いた。構図がぴしっ  

と決って素晴らしい。プロの腕前である。   

パーティでのお互いの歓談は、何しろ大勢の盛況で  

あったから、全員総当りという訳には参らなかったであ  

ろうが、「今年もよろしく」の意は、全体で作り上げた当  

日の和やかな階調で知るように、充分伝えられた筈であ  

る。   

閉会の挨拶は、文化厚生副委員長・洋販の渡辺社長。  

最後の締めは、やはりこの人と、渡辺社長の提案で、相  

良顧問が三本締め、「イヨーツ」と云う声の質と、手を拡  

げる絶妙のタイミングが87社215名出席の盛会の幕を引  

いた。   

準備をされた方々のご努力に深謝しつつ潤筆。  

一2－   



3 位  後藤明美（Cマクミラン）  

4 位  相山新吾（ゲーテ）  

5 位  手塚 隆（富士洋書）  
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理事会報告   

1月16日㈱   

H 文化厚生委員会  

1月9日㈱東京プリンスホテルで開催された新年懇   

親会には、87社210名および招待者ほか5名の出席が  

あった旨報告された。  

（∃ 調査開発委月全  

委員を委嘱した25社全員から承認の返事のあったこ  

とが事務局から報告された。第一回の委員会を1月29  

日㈹2暗から開催することとし、委員会運営の基本方  

針について討論した。また、委員会の発足を会長にし  

らせ、希望をつのることとした。  

＼，、∈）Culcon’86  

7月に東京で開催されるCulcon，86には、米国で出   

版された日本関係書500～600種の展示会が開催される  

ことが報告された。   

囲 英国出版社代表団  

2月13日㈹開催される英国出版社代表国との話合い   

に希望者の参加をつのったところ、3社から申込みの   

あったことが事務局から報告された。   

匝）その他。  

ベストグロス石田（78）  

D．C．  石田、石田  

N．P， 石田、ヰ村 勲（国際書房）  

次に72会発足以来13年間の永きにわたり会の発展に御  

尽力下さいました幹事の村山氏が、今回をもって後進に  

道を譲ることになりました。永い間本当にありがとうご  

ざいました。次回より、鶴氏（東亜ブック）、上杉氏  

（UPS）コンビで開催されます。金屑皆様の御協力をお願  

い致します。  

（手塚 隆 記）  

お し らせ   

次の通り移転通知がありましたのでおしらせします。  

新住所：  

インターナショナルトムソン ブ、／クス  

東京事務所  

〒102 千代田区飯甲橋4⊥5－12  

岩田ビル7F  

℡（03）221－1385／6  

次の通りFax設置の通知がありましたのでおしらせ  

します。   

国際書房 Fax二（03）291－1171  

文化厚生委員会だより  

ゴルフ 72会 納会コンペ  

第40回72全納会コンペが、昨年12月19日上武C．C．に  

於いて、5組19名参加により行われました。二・三日前  

より猛烈な寒波に見舞われ、特に午前中のグリーンはコ  

ンクリートのような碩さに悩まされ、大半のプレイヤー  

が大叩きをする中で、丸善OBの石田氏が好スコアーで  

優勝，B．G．D．C．N．P．を併せ四冠王に輝きました。   

これで第31回～40回の72杯取切り戦・資格者も出揃い  

ました。有資格者は、相良、和田（茂）、手塚、川原、山  

川、河辺、上杉、後藤、西山、石田の各氏です。3月29  

日上武C．C．（予定）で行われますので、優勝を目指し  

練習に励んで下さい。  

Net H’dcp   

優 勝  石田義起（丸善OB）  69  9   

準優勝  片倉弘人（カタタラ）  76  20  

総代理店 ご案内  

℡（03）354－0131  ㈱紀伊国屋書店   

WorldMicrofilms PublicationsrUK－   

Selected Titles in the fields of Mediaeval and 

RenaissanceStudies，Literature．  
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洋書輸入協会史（6）  

洋書輸入協会顧問 相 良 唐 明  

7．8 海外出版物輸入協会定款   

昭和21年8月21日㈹の創立総会において、満場異議な  

く決声した定款は全文が残されているが、その各条につ  

き、昭和16年3月6日より効力を生じた海外出版物輸入  

同業会規約と比較し、重要と思われる部分を書き出すと  

次の通り。   

（注） アンダーラインは筆者  

第一章 総則   

第一条 本会ハ海外出版物輸入協会（Foreign Pub－  

1icationsImportersAssociation）ト称ス   

第二条 本会ハ出版物ノ輸入ヲ業トスル者ヲ以テ組織  

（本定款ハ昭和廿一年八月廿一日附二一貿第一一四二   

号ヲ以テ承認サル）  

7．9 定款の特徴   

第一は、会の目的が、昭和16年の前規約においては、  

「国策二即応良書・良誌ノ輸入ヲ図り販売価格ヲ統制ス  

ル」ことにあったが、この定款では「貿易庁ノ指令二基  

キ海外出版物ノ輸入二関スルー切ノ業務ヲ代行スル」と  

大きく変更されている。即ちこの定款は、貿易庁の輸入  

代行機関としての性格を協会に持たせるためのものであ  

り、そのことは第三章の事業にもはっきりと規定されて  

いる。   

第二は、前規約においては「関係官庁」と表現されて  

いたのが、この定款においては「貿易庁」と明記されて  

いることが示すように、官庁の統制下にこの団体が置か  

れていることは戦前も戦後も変りがない。   

第三は、「販売価格ノ統制二関スル事項」は、前規約に  

おいては目的であったが、定款においては目的から外さ  

れ、第十一条の事業の中に挙げられている。即ちこの時  

期においても「販売価格ノ統制」が、同業団体の重要な  

事業であるという認識が官庁に存在していた。  

．10 協会会長名簿と役員名簿   

定款に添附の会員名簿には、次の14社が掲載されてい  

る。  

ス  

第三条 本会ハ貿易庁ノ指令二基キ海外出版物ノ輸入  

二関スルー切ノ業務ヲ代行スルト共二関係諸  

機関卜密接ナル連絡ヲ保チ我国文化ノ向上発  

展ヲ図ルヲ以テ目的トス  

第二章 役職員   

第六条 役員ノ任免ノ＼貿易庁ノ承認ヲ受クルモノトス  

第三章 事業   

第十一条 本会ハ左ノ事業ヲ行フ  

ー、貿易庁ノ指示スル条件ヲ以テスル海外出版物  

ノ輸入及引渡二関スル事項  

二、前項二附随スル運送、埋萱其他必要ナル事項  

三、貿易庁ノ諮問二村スル報告、答申二関スル事  

項  

六、販売価格ノ統制二関スル事項  

附則   

第廿六条 本定款ノ＼貿易庁ノ承認ヲ得タル日ヨリ之ヲ  

施行ス   

第廿七条 第二条ノ海外出版物ノ輸入ヲ業トスル者ト  

名  称  

荒川 棄  

瀬川寿郎  

服部正喬  

福本初太郎  

弘田親輔  

小立鉦四郎  

矢野誠三  

松田伊三雄   

丸善株式会社  

株式会社教文館  

株式会社国際書房  

福本書院  

合資会社バート商会  

株式会社南江堂  

三省堂興業株式会社  

株式会社三越  

ノ＼海外出版物輸入同業会ノ全点ヲ言フ  

本定款ノ施行二依り海外出版物輸入同業会ハ  

解消スルモノトス  
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株式会社金原商店  

山川商会  

東光堂書店  

大竹書店  

日本出版配給株式会社  

ルーペルト・エンデルレ書店  

金原作輔  

山川隆雄  

石内茂吉  

大竹孝吉  

永井茂弥  
ルーペルト・   
エンデルレ  

7．12 戦後加入会員第一号の日配   

理事会議事録の昭和21年8月30日（剣の項に、日配（日  

本出版配給株式会社）入会申込みの件とあり、審議の結  

果承認され、翌8月3二し日に日配海外課長田中氏（田中四  

郎氏のことか？）へ通告、9月5日に申込金1，000円、本  

年度臨時会費150円が払い込まれたと追記されている。   

日本出版配給株式会社は、昭和16年（1941）5月5日  

に創立され、全書籍・雑誌の一元的配給を引き受けてい  

たもの。これは昭和15年（1940）12月19日設立の社団法  

人日本出版文化協会（これは昭和17年3月26日に設立を  

認可された特殊法人日本出版会へと発展的解消をする）  

と、昭和16年10月27日創立の日本印刷文化協会、洋紙共  

販会社などと共に、出版用紙配給割当を始めとする一連  

の出版業界統制体制を実現するためのものであった。   

従って戦時中には、海外出版物輸入同業会もこれと接  

触を持っていたが、それが戦後となり、日配側に洋書輸  

入販売をも手掛けようという計画が持ち上って、海外課  

を作り、海外出版物輸入協会が貿易庁の代行機関として  

認可を受けるに際して、協会への加入を求めてきたもの  

である。  

このようにして同業会は協会へと改組し、貿易庁の代  

行機関としての認可を受け、いよいよ輸入再開へ向けて  

始動するが、なお前途は多事多難で、再開までには幾多  

の障害に遭遇することになる。  

（注）今回は元丸善田辺 寛氏の御教示を受けまし  

た。  

（続く）  

役員は次の通り   

このときの全員名簿を検討してみると、昭和16年3月  

の同業会創立時の19社とfヒ較し、6社が姿を消し、1社  

（日本出版配給株式会社）が新規に加わっている。また三  

省堂商事株式会社が三省堂興業株式会社に、欧亜書房が  

ルーペルト・エンデルレ書店に名称変更されている。  

7．11貿易庁への承認申請書   

これは重要なものではないが、今日ではその文体が珍  

らしくなっているので、若い人達のために書き留めてお  

こう。  

海外出版物輸入協会定款並二役男運任承認二関ス  

ル申請書  

東京都京橋区京橋ニノ八 丸善内  

海外出版物輸入協会  

発起人絶代 丸善株式会社  

取締役社長 荒川 賓  

本協会ハ昭和廿一年八月廿一日ノ創立総会二於テ定款ヲ  

可決次テ役員ヲ選任決定仕候（つかまつりそうろう）   

就而（ついては）同定款第六条二基キ貴庁ノ御承認ヲ  

得度（えたく）定款、役員名簿、議事録相添（あいそえ）  

此段及申請候也（このだんしんせいにおよぴそうろうな  

り）  

昭和廿一年八月廿一日  

貿易庁長官 塚田公大殿  

来 日 外 人名 簿  

1月中旬 Mr，IanWilliams，OverseasSalesManager，  

HarrapLtd．，London   

／／  Mr．AmritSharma，MarketingManager，  

UBSPublishers’DistributorsLtd．，  

New Delhi 
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外国出版社紹介 No・115  

Harvard Business SchooIPress  

Boston，MassachusettsO2163   

ハーバード ビジネス スクール 出版局は、1950  

年代にかけてかなり積極的に出版をしていたが、70年  

ごろに一旦活動を休止した。83年から84年にかけて、  

ビジネス スクールは75周年を迎えたのを機会に、そ  

の記念事業の一環としてこの出版局を再開した。   

新しいディレクターとして、ビジネス・スクールの  

アシスタントディーンである。Mrs．JoanneF．Segal  

が就任した。大学出版局の独立性とアカデミックな水  

準を保つ一方で、商業出版社のもつ、マーケテイング  

カと流通力を併せもちたいと意欲的である。   

ハウ・ツワものや教科書や、ケース・ブックといっ  

た教材をはなれて、更に貢献度の高い出版、即ち7dロ  

フェッショナルなマネジャー、 ビジネス・アカデミッ  

クス、リサーチャー、学生諸氏のために秀れたリサー  

チの結果や重要な経営学的考え方を伝えうる出版物を  

つくりたい、と抱負を語っている。  

因みに84年12月の発表と同時に刊行したF．W，  

McFarlan編集のTheInformation Systems  

ResearchChallenge，B．RScottとG．C，Lodge編集  

のU．S．CompetitivenessintheWorldEconomyお  

よび刊行中の三冊は、75周年記念事業の際催された研  

究ゼミナールで使用されたペーパーコレクションであ  

る。 

1985年には、10～12冊の新刊を出版し、1990年まで  

の5年間の内に、毎年の新刊点数を20一－30冊までにし  

たいとのことであった。   

また、DivisionofResearchで過去に出版され、最  

近までハーバード大学出版局で販売してきたい〈つか  

のタイトルも、順次手元にひ 

ある。   

HBSPressは、ハーバー アンド ロウ出版社 東  

京事務所が代表している。  

1－・BookRevinw No・111  

／
／
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「東京ブックマップ」   新書版250ページ  

￥780 書籍情報社（03）－293－7327  

る書店193店を紹介。我々の業界もほとんどこの中に  

含まれ、本好きにとっては最も魅力ある部分。Partl  

と同じ〈各書店につけられた番号をこのPartでもつ  

けてあるので、交互に利用する事が出来て便利。  

Part 4．大国書館ガイド 利用資格制限のない165館  

をジャンルごとに分頬、思いもかけぬ図書館があった  

りする。資料については200字程度のコメントがつ〈  

上に所在地への略図がついている。  

最後にINDEXがついて専門書店（書店名）、専門図書  

館（図書館名）、専門図書館（項目）の3つに分けられ  

ているが、本書を更に使いやす〈するには、綜合的に  

引きやすいINDEXにするため、もう一工夫欲しい‘と  

ころ。  （教文館 K．W．記）  

大手取次ぎを通さず自費出版に近い形で出されたも  

のだという。1985年10月に刊行以来5刷白15，000部程  

売れているとのことだ。本書は5つのパートに分かれ  

る。  

Partl．書店街マップ 神田二日本橋・銀座：新宿：  

渋谷：池袋：高田馬場：早稲田二本郷の9地区とそれ  

以外の地区、各書店には住所、電話番号はもちろん1  

行コメントがつけられている。  

Part2．大書店ガイド 300坪を超える都内10書店ガ  

イド、各書店のフロア構成図がつけられどのフロアに  

どんなジャンルの本が並べられているかを案内、ほか  

に数行のコメントがつけられている。′  

Part3．専門書店ガイド 新刊書店、輸入書籍店、古  

書店という形態にとらわれず、専門性が高いと思われ  
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ザ・言語楽（ザ・げんごがく）  

レオナルド・リングィスト著 225頁   大修館書店 定価1，200円  

1985年4月15日初版発行  

⑥L．Lingwist1985   

最近は文字のあるところ必ずと言ってよい程カタカ  

ナの部分がある。外国語の固有名詞や単語ばかりでな  

く、日本語と英語の組合せ語も多く出現してきた。広  

告や書名などに英語を面白がって使っているように見  

受けられるが、うっかりすると英語を学びつつある若  

い人達にとって障害になるのではないかと思われるも  

のも多い。次は車内広告の一例である。「これから二  

人で 乃木坂ing」は多分乃木坂近辺でデートすると  

言った意味であろう。   

最近はまた、「ザ」がさかんに組合わされて用いられ  

るが、「あとがき」の中で、この本の著者は、英語の  

埴生がもつ「唯一の」とか「決定版」といった意味あい  

を、使う側が無意識のうちに考えている倣慢さを伴っ  

ているのではないかと心配する。例えば、「なるほど，／  

ザ・日本人」、「名調子ザ・演歌」、等、またあたりを見  

回すと切りがない、「ザ・三河屋定食 650円」、「プレ  

イ・ザ・将棋」等々だが、「ストップ・ザ・大乃国」に  

なると全く害あって益なしであると指摘する。「ア・メ  

イキング・オブ愛情物語」など不定冠詞まで現れてい  

るそうで、まことに空おそろしいと言う著者に全く同  

感である。   

ことばの乱れとか、表現の貧困といったことがよく  

話題になる昨今であるが、著者は、これらの現象を精  

神や認識のあり方、美意識等の乱れや貧困を示す顕著  

な症例の一つになり得るとしてその憂いを訴えてい  

る。  

「ザ・言語楽」は「現在活躍中の言語学者七、、大学で  

教鞭をとる三名の先生の集団」による共同執筆で、日  

本語プラス世界の主要語をテーマにした楽しい（？）言  

語文化雑学（エッセイ）で一読の価イ直ありと感じた。  

「それぞれ専門分野と興味を異にする三人が、テーマを  

分担して書いた三重奏の“楽曲”」と自ら評しているよ  

うに、三幸各章がそれぞれ違った雰囲気をもって善か  

れている。  

第一章は国語（日本語）がテーマでかなりくだけた  

書き下しで、その一節の題名の如く“半分まじめ”な  

㊧言語学辞典は滑稽だが、やはりまじめな執筆者が書  

いたものだけに若干とって付けたような冗談がないで  

もない。では、皆さんは、「金玉」を何と読みますかな？  

「はい、キンギョクです。」   

第二章は音声学的に色々な言葉をとらえており楽し  

く読める。「幼児のことば」や「チガカッタラ ウザッ  

タイ」など、私達も幼少のみぎり経験がある言葉であ  

る。「カニニクワレタ」などの言葉の世界は面白い。   

第三章に入るとかなり学究的（？）に世界の主要語を  

対照し、話を進めているので、言語学に興味の薄い向  

きには若干退屈な部分もあると思う。ただし、最後の  

締めくく りで紹介してある、アルメニアの山岳作家  

ヴアフタング・アニヤン（1905）の短篇集「山道にて」  

からとったと言う「蛇物語」は日本ではあまり知られ  

ていない話で、堅くなった気分をほぐしてくれるのに  

充分だ。それは人間の心を正しく読みとり人間の友人  

となった大蛇が、裏切った人間に復讐する11ページに  

亘る物語である。   

さて、日本語の特徴であり、その実しさの象徴でも  

あった女性喜吾も最近は殆んど聞かれなくなり、男女差  

が失われつつある現代にあって、国語をもう一度見直  

す時間をもつことは意義深いことであると考える。ま  

た、しっかりと国語を岨嘱した上で外国語も学び、使  

うことが必要ではないだろうか。その意味からも本書  

は、非専門家が楽しく読める言語学エッセイとして価  

値があると考えた。  

1月15日の朝日新聞に「ジャパニング（米国）」の記  

事を読んで、今や米国で日本文化が渦巻き、ジャパニ  

ング現象が起こっているこの時代にこそ、我々は美し  

い日本語保有のためにも、真面目に日本喜吾を見直さな  

ければいけないのではないかとつくづく感じた次第で  

ある。  （RA記）   
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